
令和元年、風を感じて 駆け抜けろ ! 

平成 31年 4月 8日 

 第 1学期 始業式より 

●令和元年 

平成 31年度、今日からスタート！ 

と言っても、「平成」はあと 20日と少しを残すのみ。 

5月 1日からは元号が改まって、「令和」となります。 （少しおさらいを） 

「令和」は、奈良時代の歌集「万葉集」の中の次の文言から引用されました。 

「初春
しょしゅん

の令
れい

月
げつ

にして 気淑
き よ

く風
かぜ

和
やわら

ぎ」 

その訳は「時あたかも新春のよき月、空気は美しく風はやわらかに」 

この「令和」という言葉には、「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」 

という意味が込められているそうです。 学校にも通じますね。 

今年は令和元年、気持ちを新たに、スタートしましょう!! 

 

●「持ち味」を発揮し、力を合わせて 

いろいろなタイプの人がいます。 

声が大きくて皆を引っ張っていく人、目立つタイプ、 

おとなしいけどコツコツ キチンと仕事をこなし、縁の下の力持ちとして信頼されるタイプ、 

スポーツが好きな人、音楽が好きな人、 

賑やかなことが好きな人、物静かな人、 皆、「持ち味」がある。 

そして皆、北かわち皐が丘の一員です。 

一員であるとは、自分が、クラスのため、学校のために、何ができるかを考え行動すること。 

一人一人が、それぞれの持ち味を発揮し、力を合わせて、 

これからの皐が丘を創っていってください。 

 

●この1年をどう過ごすか 

３年生は、今、自分の進路と真剣に向かい合いなさい。 

行事や部活動などで忙しい中でも、時間を作って、しっかり勉強しなさい。 

毎日「これだけはする！」という、自分の「日課」を決めて、実行しなさい。 

２年生は、３年生に追いつけ追い越せで、自分を磨くこと。 

一番 伸び伸びできる学年です。 

将来の自分をイメージして、この時間を大切に。 

 

●風を感じて駆け抜けろ 

前述のように、新しい元号「令和」の「和」は、万葉集の「気淑く風和ぎ」という文言から

とられました。 

やわらかい風、涼しい風、爽やかな風を感じられるよう、 

この 1年、思いっきり駆け抜けてください。 

皆さんのスーパーファイトを期待して、第１学期始業式の言葉とします。 


